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特集

就労支援を「支援する」―はたらくNIPPON計画
支援の具体的手法
モデル構築事業支援
　地域に定着した事業モデル
　これから取り組む事業モデル
あたりまえに地域ではたらくための課題と展望

地域に「はたらく」を作る

※都合により誌面が変更される場合がございます。

今号の発刊は 5 月の後半に入った頃で，おそらく汗ばむような日々が続いているので
はないかと予想されます。毎年のように予想外な天候の不順が話題になっています

が，この冬も寒さが厳しかったのが，急に暖かくなって突如桜が咲いてあっという間に
散ってしまい，花見の機会を逸した方が多かったのではないでしょうか。地球がおかしく
なっているのがなんとなく体感できるような気がして，この先どうなっていくのか心配に
なってきます。
　今回の特集は「ノーリフトケア―介護者・対象者　共にやさしい起居・移乗技術」と題
して，理学療法士の下元佳子氏にゲストエディターとして企画をしていただきました。「抱
え上げないケア」としてノーリフトケアという介護技術が着目されますが，基本的なケア
に対する考え方とケアスタッフとセラピストのチームの作り方が重要だと強調されていま
す。そして介護を受ける対象者にどのような生活を送ってもらいたいのかをきちんとチー
ムとしての共通認識を持っていくことこそが大事だと痛感しています。
　介護保険の方向性として中重度者への支援の重要性が強調されてきていますが，茨城県
立健康プラザの大田仁史氏は，ADL 自立や社会参加を中心課題とする介護保険における
リハの方向性の再検討を提議しています。つまり重度の身体機能障害や認知症などで
ADL 全般に介護が必要な人々にも「安楽な生活」と「でき得る限り社会参加を可能にし，
生ある限り人間らしく過ごせるよう」かかわっていくことが重要なのだということを，こ
の特集を機会に再考してもらえたらと思います。
　さて，地域の現場では平成 30 年度の診療報酬・介護報酬同時改定への対応がまだまだ
続いていることでしょう。介護保険の通所リハや訪問リハでは，リハマネジメントの再評
価という形で医師のかかわりの重要性がさらに強調され，具体的なかかわりや研修の義務
づけも明示されたようです。これから Q ＆ A などで解釈の変更なども出てくるとは思い
ますが，医療サービスとしてのリハを提供する事業所としての基本的なスタンスをしっか
りと持つことが重要なのだと思われます。医師とセラピストのチームとしての活動のあり
方についてこれを機会にきちんと考えていくことが必要であり，まずは自分たちの事業所
の中でのチームワークの再確認が求められていると言えます。
 編集委員　伊藤隆夫
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